
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主の祈り C（讃美歌２１ ９３－５－C） 

司式者） 天の父 

一  同） わたしたちの父よ， 

み名があがめられますように。 

あなたの国が来ますように。 

みこころが天と同じく地でも行われますように。 

きょうのパンを きょうお与えください。 

わたしたちの負い目をおゆるしください。 

わたしたちも負い目をゆるし合います。 

わたしたちを誘惑におちいらせず， 

かえって悪からお救いください。 

国も力も栄えも、限りなくあなたのものです。ア－メン 

聖 書  ヨハネによる福音書１５章 1～11節イエスはまことのぶどうの木 

1「わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は農夫である。 2 わたしにつながっ

ていながら、実を結ばない枝はみな、父が取り除かれる。しかし、実を結ぶもの

はみな、いよいよ豊かに実を結ぶように手入れをなさる。 3 わたしの話した言葉

によって、あなたがたは既に清くなっている。 4 わたしにつながっていなさい。わ

たしもあなたがたにつながっている。ぶどうの枝が、木につながっていなければ、

自分では実を結ぶことができないように、あなたがたも、わたしにつながっていな

ければ、実を結ぶことができない。 5 わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝

である。人がわたしにつながっており、わたしもその人につながっていれば、そ

の人は豊かに実を結ぶ。わたしを離れては、あなたがたは何もできないからであ

る。 6わたしにつながっていない人がいれば、枝のように外に投げ捨てられて枯

れる。そして、集められ、火に投げ入れられて焼かれてしまう。 7 あなたがたが

わたしにつながっており、わたしの言葉があなたがたの内にいつもあるならば、

望むものを何でも願いなさい。そうすればかなえられる。 8 あなたがたが豊かに

実を結び、わたしの弟子となるなら、それによって、わたしの父は栄光をお受け

になる。 9 父がわたしを愛されたように、わたしもあなたがたを愛してきた。わた

しの愛にとどまりなさい。 10 わたしが父の掟を守り、その愛にとどまっているよ

うに、あなたがたも、わたしの掟を守るなら、わたしの愛にとどまっていることに

なる。11 これらのことを話したのは、わたしの喜びがあなたがたの内にあり、あ

なたがたの喜びが満たされるためである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年 5月 3日 復活節第５主日礼拝次第 

主日礼拝（労働聖日） 

前  奏     （黙 想） 

招きの言葉   出エジプト１９章 3～4節(旧約 124㌻） 

讃 美 歌    １８（心を高くあげよ！）    

主の祈り    ＜C＞（讃美歌９３－５） 

詩 編 交 読  詩９５編 1～11節（交読詩編 109㌻） 

聖  書   ヨハネによる福音書１５章 1～11節（新約 198㌻） 

祈  祷    

讃 美 歌  ３９３（こころをひとつに） 

説  教  「ぶどうの木、その枝」田中雅弘牧師 

役員就任式 

讃 美 歌  ９９（主イエスよ、われらの） 

信 仰 告 白  使徒信条＜B＞（讃美歌９３－４）  

献  金    

讃 美 歌   ８８（こころに愛を） 

派 遣 祝 福 

後  奏    (黙 想) 

報  告   

※讃美歌は原則として全節を歌います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

讃美歌１８番 

１「こころを高くあげよ！」 

  主のみ声にしたがい、 

  ただ主のみを見あげて、 

  こころを高くあげよう。 

２ 霧のようなうれいも、 

   やみのような恐れも、 

   みなうしろに投げすて、 

   こころを高くあげよう。 

３ 主から受けたすべてを、 

   ふたたび主にささげて、 

   きよきみ名をほめつつ、 

   こころを高くあげよう。 

４ おわりの日がきたなら、 

   さばきの座を見あげて、 

   わがちからのかぎりに、 

   こころを高くあげよう。 

讃美歌８８番 

心に愛を 豊かにみたし 

日ごとのわざに つかわしたまえ 

讃美歌９９番 

１ 主イェスよ、われらの礎となり、 

  み民をまねきて ひとつとならせ、 

  ゆるがぬ教会 築かせたまえ。 

２ ここにてわれらは みことぱを聞き、 

  ここにて祈りは たしかに聞かれ、 

  恵みに満たされ 希望にあふる。 

３ この身に豊かな 賜物を受け、 

  この世に出でゆき 使命を果たさん。 

  輝くみ国が 世に来たるまで。 

讃美歌３９３番 

１ こころを一つに 平和を求め、 

  主を愛する愛 明るく燃やそう。 

  主はぶどうの幹、われらその枝。 

  主はわれらのもの、われら主のもの。 

２ 恵みの子たちよ、交わり深め、 

  愛とまこととを 互いに誓おう。 

  われらのきずなが 弱まる時も、 

  強めてください、主の愛により。 

３ 主はわれらのため 苦しみを受け、 

  その友のために 命を捨てた。 

  われらも互いに まことの愛を 

  兄弟姉妹と 共に分け合おう。 

４ 分かたれた民が 一つにされる 

  その日が来るのを われらは望もう。 

  主の光を受け その輝きを 

  世界に示そう 主の弟子として。 
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